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電力需給ひっ迫は深刻(東京電力本社)

電力需給逼迫に対応する銘柄は…
無
駄
な
く
効
率
的
に
電
力
消
費

猛暑へ節電待ったナシ‼

　

政
府
は
２
１
日
、
東
京
電
力
管
内
で
電
力
不
足
の
恐
れ
が
あ
る
と
し

て
、「
需
給
逼
迫
（
ひ
っ
ぱ
く
）
警
報
」を
初
め
て
発
令
し
た
。
１
６
日
に

発
生
し
た
福
島
沖
地
震
で
停
止
し
た
火
力
発
電
所
の
復
旧
の
遅
れ
に

加
え
、
急
速
な
気
温
低
下
で
電
力
需
要
が
高
ま
り
、
大
規
模
停
電
の
恐

れ
が
あ
る
た
め
。
電
力
不
足
は
災
害
な
ど
突
発
的
な
要
因
が
あ
る
も
の

の
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
端
を
発
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高

騰
な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
、
今
夏
の
猛
暑
時
に
は
更
に
電
力
需
要
が
逼
迫

す
る
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
。
節
電
に
関
連
す
る
銘
柄
に
注
目
し
た
い
。

　

２
０
１
１
年
に
起
こ

っ
た
東
日
本
大
震
災
の

影
響
で
国
内
の
原
子
力

発
電
所
が
停
止
し
、
現

在
の
化
石
燃
料
へ
の
依

存
度
は
８
５
・
５
％
と

き
わ
め
て
高
い
。こ
れ

ま
で
は
原
油
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ

価
格
が
安
定
推
移
し
て

い
た
こ
と
か
ら
問
題
視

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

今
回
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
深
刻
化
に
よ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
高
騰
の
中
で
の

福
島
沖
地
震
で
、
電
力

受
給
逼
迫
が
改
め
て
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
る
。

　

エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給

率
が
低
い

日
本
に
と

っ
て
は
、

原
発
の
再

稼
働
や
再

生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
が

急
が
れ
る

が
、
現
時

点
で
は
、

如
何
に
し

て
無
駄
な

く
効
率

的
に
電

気
を
使

う
か
が
必
要
だ
ろ
う
。

今
夏
の
電
力
需
要
最
盛

期
へ
向
け
て
節
電
に
貢

献
す
る
企
業
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
み
た
。

　

い
ち
ご
（
２
３
３
７
）

…

い
ち
ご
Ｅ
Ｃ
Ｏ
エ
ナ

ジ
ー
を

通
じ
て

遊
休
地

の
有
効

活
用
と

し
て
太

陽
光
発

電
を
全

国
に
展

開
。

　

グ
リ

ム
ス
（
３

１
５
０
）

…

住
宅

用
太
陽

光
発
電

シ
ス
テ

ム
・
電
子
ブ
レ
ー
カ
ー
・

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
通
じ
て
、

中
小
企
業
や
家
庭
の
コ

ス
ト
削
減
・
省
エ
ネ
方

法
を
提
案
。

　

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ

Ｅ
（
４
１
６
９
）…

電

力
・
ガ
ス
会
社
向
け
ク

ラ
ウ
ド
型
Ｄ
Ｘ
サ
ー
ビ

ス
を
通
じ
て
、「
デ
ジ
タ

ル
化
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

よ
り
効
率
的
に
」す
る

こ
と
を
目
指
す
。

　

ダ
イ
キ
ン
工
業
（
６

３
６
７
）…

エ
ア
コ
ン

の
世
界
的
メ
ー
カ
ー
で

省
エ
ネ
を
追
及
し
た
新

型
へ
の
買
い
替
え
需
要

を
期
待
。



2 第324号 2022年3月28日株 式 市 場 新 聞

前
週
の
動
意
銘
柄

正直じいさんの株で大判小判  

高配当銘柄は利食い優先

　

前
週
の
東
京
市
場
は
大
幅
に
続
伸
し
ま
し

た
。
日
経
平
均
は
連
休
明
け
２
２
日
に
４
０
０

円
近
い
上
昇
と
な
り
２
万
７
０
０
０
円
台
を

回
復
、
翌
２
３
日
は
８
０
０
円
を
超
え
る
上
げ

幅
で
一
気
に
２
万
８
０
０
０
円
台
に
乗
せ
て

い
ま
す
。
週

末
に
か
け
て
も
利
益
確
定

売
り
や
戻
り

売
り
を
こ
な
し
て
強
い
動

き
が
続
き
、

週
間
で
１
３
２
２
円
の
上

昇
に
な
り
ま

し
た
。
米
株
の
持
ち
直
し

や
円
安
進
行

が
追
い
風
で
、
３
月
末
権

利
取
り
と
配

当
再
投
資
期
待
か
ら
下
値

の
買
い
意
欲

が
強
く
、
押
し
目
が
入
ら

な
い
状
況
で

す
。
前
の
週
か
ら
は
９
連

騰
、
２
週
連
続
で

陽
線
を
引
き
、
９
日
間
で

３
０
０
０
円
幅
の

上
昇
に
な
り
ま
し
た
。

　

週
明
け
も
前
半

は
権
利
取
り
の
買
い
に
堅

調
に
推
移
し
そ
う

で
、
後
半
は
新
年
度
相
場

に
向
け
海
外
か
ら

の
資
金
流
入
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
た
だ
、
週
末
に
米
雇
用
統

計
発
表
を
控
え
て
お
り
、
高
値
圏

に
あ
る
高
配
当
銘
柄
は
権
利
落

ち
後
の
動
き
を
確
認
し
な

が
ら
、
利
益
確
定
を
優
先
し

た
い
考
え
で
す
。 

花
咲 

翁

大
手
金
融
株
が
高
い

米
10
年
債
利
回
り
２
・
３
％
台
に

三菱ＵＦＪの日足チャート

　

連
休
明
け
２
２
日
、

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
（
８

３
０
６
）
第
一
生
命
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
８

７
５
０
）
の
メ
ガ
バ
ン

ク
や
損
保
な
ど
大
手
金

融
株
が
高
い
。
パ
ウ
エ

ル
Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長
が
前
日

の
講
演
で
「
今
後
の
０
．

５
％
の
大
幅
利
上
げ
を

排
除
し
な
い
考
え
を
示

し
た
こ
と
で
、
米
１
０

年
物
国
債
利
回
り
が
一

時
２
・
３
２
％
に
ま
で

上
昇
、
２
年
１
０
カ
月

ぶ
り
の
高
水
準
を
付
け

て
お
り
、
米
国
事
業
の

利
ザ
ヤ
拡
大
に
よ
る
収

益
改
善
を
期
待
し
た
買

い
が
広
が
っ
た
。

ド
リ
コ
ム
Ｗ
ｅ
ｂ
３
参
入

 
 

　

ド
リ
コ
ム
（
３
７
９

３
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

新
事
業
と
し
て
Ｗ
ｅ
ｂ

３
に
参
入
す
る
と
発
表

し
た
こ
と
で
、
早
期
収

益
貢
献
と
事
業
拡
大
が

期
待
さ
れ
た
。
ブ
ロ
ッ

ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
な
ど

を
活
用
、
ト
ー
ク
ン
エ

コ
シ
ス
テ
ム
を
内
包
す

る
新
規
サ
ー
ビ
ス
と
プ

ロ
ダ
ク
ト
開
発
を
行
う

方
針
で
、
Ｔ
ｈ
ｉ
ｒ
ｄ

ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｅ
グ
ル
ー
プ

と
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン

ゲ
ー
ム
を
制
作
す
る
こ

と
で
合
意
し
て
い
る
。

東洋建はＴＯＢ

 
 

　

東
洋
建
設
（
１

８
９
０
）
が
ス
ト

ッ
プ
高
。
イ
ン
フ

ロ
ニ
ア
・
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
（
５

０
７
６
）
が
Ｔ
Ｏ

Ｂ
を
実
施
す
る
と

発
表
し
た
こ
と
で
、
買

い
付
け
価
格
７
７
０
円

に
サ
ヤ
寄
せ
す
る
か
た

ち
で
水
準
を
切
り
上
げ

た
。
同
社
Ｔ
Ｏ
Ｂ
へ
賛

同
の
意
見
を
表
明
し
て

お
り
、
Ｔ
Ｏ
Ｂ
成
立
後

は
上
場
廃
止
と
な
る
。

マネック子会社NASDAQへ
　

２
３
日
、
マ

ネ
ッ
ク
ス
グ
ル

ー
プ
（
８
６
９

８
）
が
ス
ト
ッ

プ
高
。
連
結
子

会
社
の
コ
イ
ン

チ
ェ
ッ
ク
が
米

ナ
ス
ダ
ッ
ク
市

場
へ
の
上
場
を

目
指
す
と
発
表

し
た
。
特
別
買

収
目
的
会
社
と

の
統
合
に
よ
り
、

２
２
年
中
に
上

場
す
る
計
画
。

上
場
後
も
コ
イ

ン
チ
ェ
ッ
ク
は
連
結
子

会
社
に
と
ど
ま
る
。

リ
ニ
カ
ル
思
惑
再
燃

　

リ
ニ
カ
ル
（
２
１
８

３
）
が
急
伸
、
一
時
ス

ト
ッ
プ
高
ま
で
買
わ
れ

た
。
興
和
が
行
っ
て
い

る
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
治
療
に
対
す
る

第
Ⅲ
相
臨
床
試
験
へ
の

進
捗
期
待
が
高
ま
っ
て

い
る
よ
う
だ
。
イ
ベ
ル

メ
ク
チ
ン
は
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
に
対
し
て
も
同
等

の
抗
ウ
イ
ル
ス
効
果
が

あ
る
こ
と
を
確
認
し
て

お
り
、
興
和
と
共
同
開

発
先
の
北
里
大
と
イ
ベ

ル
メ
ク
チ
ン
の
治
験
業

務
を
受
託
す
る
契
約
を

結
ん
で
い
る
同
社
に
は

思
惑
買
い
を
誘
っ
た
。

Ｎ
Ｒ
Ｉ
野
村
が
保
有
株
売
却

　

野
村
総
合
研
究
所

（
４
３
０
７
）
が
大
幅

続
落
。
野
村
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
（
８
６
０
４
）

が
保
有
す
る
同
社
株
式

の
う
ち
、
１
５
０
０
万

株
を
１
株
当
３
８
５
８

円
で
こ
の
日
の
立
会
外

取
引
で
売
却
し
て
お
り
、

今
後
、
売
却
先
か
ら
の

市
場
放
出
が
意
識
さ
れ

た
。
今
回
の
株
式
売
却

に
よ
り
野
村
Ｈ
Ｄ
の
保

有
比
率
は
２
４
・
６
％

に
低
下
し
た
。

公
開
価
格
48
％
上
回
る

Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
初
値

 
 

　

Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
（
７

１
３
８
）
が
東
証
マ
ザ

ー
ズ
に
新
規
上
場
、
公

開
価
格
１
７
０
０
円
を

４
７
・
６
％
上
回
る
２

５
１
０
円
で
初
値
が
生

ま
れ
た
。
コ
ミ
ッ
ク
の

全
巻
売
り
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

「
漫
画
全
巻
ド
ッ
ト
コ

ム
」
の
運
営
及
び
マ
ン

ガ
・
ア
ニ
メ
関
連
グ
ッ

ズ
の
販
売
な
ど
を
行
う

各
種
マ
ン
ガ
事
業
。
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＊セミナー参加者に大変便利なポケットサイズの2022年版最新カレント経済ノート「主要経済指標」定価1,000円を参加者全員に差し上げます。 

225先物に振り回されない株式投資のテクニック

大平洋金続騰し新値
ニッケル値幅制限上限へ急騰

大平洋金属の日足チャート

 
 

　

２
４
日
、

大
平
洋
金

属
（
５
５

４
１
）
が

続
騰
、
昨

年
来
高
値

を
更
新
し

た
。
ロ
ン

ド
ン
金
属

取
引
所
Ｌ

Ｍ
Ｅ
市
場

で
ニ
ッ
ケ

ル
価
格
が

値
幅
制
限

上
限
の
１

５
％
高
と
急
騰
し
た
こ

と
を
受
け
買
い
気
が
盛

り
上
が
っ
た
。
ニ
ッ
ケ

ル
相
場
は
踏
み
上
げ
の

動
き
で
市
場
が
混
乱
、

一
時
取
引
が
停
止
さ
れ

る
経
緯
が
あ
っ
た
が
、

引
き
続
き
需
給
ひ
っ
迫

観
測
が
強
く
、
改
め
て

マ
ー
ジ
ン
の
拡
大
に
よ

る
収
益
改
善
を
期
待
し

た
買
い
を
集
め
た
。

ユ
ー
グ
レ
ナ
は
バ
イ
オ
燃
料

　

ユ
ー
グ
レ
ナ
（
２
９

３
１
）
が
大
幅
続
伸
。

商
船
三
井
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
の
グ
ル
ー
プ
会
社

ハ
ー
モ
ニ
ー
ト
ラ
ン
ス

ポ
ー
ト
が
１
都
６
県
で

運
行
す
る
輸
出
入
航
空
・

海
上
貨
物
の
国
内
集
荷
・

配
送
用
ト
ラ
ッ
ク
に
同

社
の
次
世
代
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
「
サ

ス
テ
オ
」
を
導
入
す
る

と
発
表
し
た
。
成
長
過

程
で
Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収
す

る
ユ
ー
グ
レ
ナ
を
原
料

に
使
う
こ
と
で
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を

実
現
す
る
と
し
て
お
り
、

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
の
採
用
拡
大
と
収
益

貢
献
へ
期
待
が
高
ま
っ

た
。

  

日
道
路
Ｔ
Ｏ
Ｂ
応
募
上
回
る

　

日
本
道
路
（
１
８
８

４
）
が
急
落
。
清
水
建

設
（
１
８
０
３
）
に
よ

る
同
社
株
へ
の
Ｔ
Ｏ
Ｂ

が
成
立
、
買
い
付
け
予

定
数
上
限
２
２
２
万
２

０
０
株
に
対
し
て
応
募

が
４
１
１
万
９
４
０
７

株
と
大
き
く
上
回
り
、

買
い
付
け
ら
れ
な
か
っ

た
株
式
が
市
場
で
売
却

さ
た
と
観
測
さ
れ
た
。

ト
ヨ
タ
は
自
社
株
買
い

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
（
７

２
０
３
）
が
３
日
続
伸
。

自
己
株
式
取
得
枠
の
設

定
を
発
表
、
上
限
８
０

０
０
万
株
（
発
行
済
株

式
総
数
に
占
め
る
割
合

０
・
５
８
％
）
ま
た
は

１
０
０
０
億
円
で
取
得

期
間
は
３
月
２
４
日
か

ら
５
月
１
０
日
。

久
光
今
３
月
期
下
方
修
正

　

久
光
製
薬
（
４
５
３

０
）
が
反
落
。
２
２
年

３
月
期
の
業
績
予
想
に

つ
い
て
、
連
結
営
業
利

益
で
１
０
７
億
円
か
ら

９
３
億
円
（
前
期
比
１

２
・
８
％
減
）
へ
下
方

修
正
し
た
。
一
般
用
医

薬
品
が
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
の
影
響
を
受
け
た
。
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前
週
の
動
意
銘
柄

女性活躍へ行動・意識改革を評価

オムロン

５年連続なでしこ銘柄に

　

オ
ム
ロ
ン
（
６
６
４
５
）

は
経
済
産
業
省
と
東
京
証
券

取
引
所
が
共
同
で
選
定
す
る
「
な
で
し

こ
銘
柄
」
に
５
年
連
続
で
選
定
さ
れ
た
。

東
証
上
場
企
業
か
ら

女
性
活
躍
推
進
に
優

れ
た
企
業
を
選
定
す

る
制
度
で
、
管
理
職

の
行
動
・
意
識
改
革
、

従
業
員
の
行
動
・
意

識
改
革
の
観
点
で
特

に
高
い
評
価
を
得
た
。

　

「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
は
オ
ム
ロ
ン
発

展
の
原
動
力
」
と
の

経
営
ト
ッ
プ
の
宣
言

の
も
と
、
２
０
０
８
年
か
ら
本
格
的
に

女
性
の
さ
ら
な
る
活
躍
機
会
の
拡
大
に

向
け
た
取
り
組
み
を
始
め
た
。
１
２
年

に
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
の
専
任
部
門

を
設
置
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
と
両
立

支
援
の
二
つ
の
軸
を
ベ
ー
ス
に
、
研
修

や
柔
軟
な
働
き
方
を
選
択
で
き
る
環
境

を
整
備
、
２
２
年
４
月
に
女
性
管
理
職

比
率
８
％
を
目
指
し
、
管
理
職
や
女
性

社
員
の
意
識
改
革
を
進
め
て
い
る
。

　

「
多
様
な
社
員
一
人
ひ
と
り
が
多
彩

な
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
、
活
躍
で
き

る
環
境
を
つ
く
り
、
社
会
的
課
題
を
解

決
、
社
会
全
体
の
豊
か
さ
と
自
分
ら
し

さ
の
追
求
が
両
立
す
る
自
律
社
会
の
実

現
を
目
指
す
」
と
し
て
い
る
。

 

転
ば
ぬ
先
の
テ
ク
ニ
カ
ル

 新年度、新市場

日々勇太朗

　「強気相場は悲観の中で生まれ、懐
疑の中に育ち、楽観の中で成熟し、
幸福感の中で消えていく」アメリカ
の著名投資家ジョン・テンプルトン
氏の言葉です。ウクライナ情勢が日々
伝えられる中で、総悲観となったの
が３月第２週。８日の売買代金は４
兆円を超える総悲観の投げ売りとな
り、結果、底入れとなりました。戦
争が始まって１カ月。停戦の糸口が
見えない懐疑の日々、株価は上昇に次ぐ
上昇。この相場はまだ始まったばかりで
しょう。
　先週の日経平均は２週続伸し２００日
線にタッチしました。目先の達成感によ
り今週は保ち合い相場でしょうが、２９
日が配当権利付き最終売買日で３０日か
ら受け渡しベースで４月新年度入りとな
ります。４日から東証は新市場に移行し、
新たなポジション構築が始まります。ま

ずは売り込み銘柄の踏み上げ期
待でＳａｎｓａｎ（４４４３）
に注目。

塩
野
義
製
薬
が
急
伸

コ
ロ
ナ
飲
み
薬
100
万
人
分
供
給

塩野義製薬の
　　日足チャート

　

週
末
２
５
日
、
塩
野

義
製
薬
（
４
５
０
７
）

が
急
伸
。
後
藤
厚
生
労

働
大
臣
が
こ
の
日
、
同

社
が
開
発
し
て
い
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

飲
み
薬
に
つ
い
て
「
薬

事
承
認
さ
れ
れ
ば
、
速

や
か
に
１
０
０
万
人
分

の
供
給
を
受
け
る
こ
と

で
基
本
合
意
し
た
」
と

発
言
し
た
。
先
月
、
薬

事
承
認
を
申
請
。
承
認

さ
れ
れ
ば
、
国
内
企
業

で
は
初
め
て
の
軽
症
・

中
等
症
患
者
向
け
の
飲

み
薬
と
な
る
。

Ｊ
ス
ト
リ
ム
下
方
修
正

　
Ｊ
ス
ト
リ
ー
ム
（
４
３

０
８
）が
８
日
ぶ
り
に
大

幅
反
落
し
た
。
２
３
日
の

取
引
終
了
後
、
２
２
年
３

月
期
の
業
績
予
想
の
修

正
を
発
表
、
連
結
売
上
高

で
１
３
８
億
７
０
０
０

万
円
か
ら
１
２
３
億
６

０
０
０
万
円
（
前
期
比

４
・
７
％
減
）
へ
、営
業

利
益
で
２
４
億
円
か
ら

１
９
億
８
１
０
０
万
円

（
同
１
５
・
４
％
減
）
へ

下
方
修
正
し
た
。
取
引
額

の
大
き
な
顧
客
で
の
一

時
的
な
イ
ベ
ン
ト
縮
小

の
影
響
が
で
て
い
る
。

 

大豊建新株発行しＴＯＢ
　

　

大
豊
建
設
（
１

８
２
２
）
が
ス

ト
ッ
プ
高
。
麻

生
を
割
当
先
と

す
る
新
株
式
発

行
と
自
己
株
式

の
公
開
買
い
付

け
を
実
施
す
る

と
発
表
し
た
こ

と
を
受
け
、
Ｔ
Ｏ

Ｂ
価
４
７
３
０

円
に
サ
ヤ
寄
せ

す
る
か
た
ち
で

水
準
を
切
り
上

げ
た
。
買
い
付

け
期
間
は
５
月

２
６
日
か
ら
６
月
２
２

日
ま
で
。
買
い
付
け
予

定
数
は
８
８
５
万
株
。

筆
頭
株
主
で
旧
村
上
フ

ァ
ン
ド
系
投
資
会
社
シ

テ
ィ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
イ

レ
ブ
ン
ス
ら
が
Ｔ
Ｏ
Ｂ

に
応
募
す
る
予
定
で
、

上
場
は
維
持
す
る
。
麻

生
へ
の
第
三
者
割
当
に

よ
る
新
株
式
の
発
行
株

数
は
８
５
０
万
株
、
発

行
価
額
は
４
７
５
０
円

で
、
差
引
手
取
概
算
額

４
０
１
億
９
５
０
０
万

円
は
自
己
株
式
の
公
開

買
い
付
け
の
た
め
借
り

入
れ
の
返
済
に
充
て
る
。
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※チャートは日足

 
チャート
　  から読む 騰落銘柄騰落
ＷＳＣＯPＥ（６６１９） 鳥羽洋行（７４７２）

シノプス（４４２８） プロレド（７０３４）

　昨年１１月１７日高値１５９９円に届か
ず、３月１８日の１４１４円を高値に下落。
１７万株超の買い残も重しで２５日線なら
１２００円割れ、５０日線なら１０００円
近辺までの下落を想定。

　２５日線割れから出直り、昨年来高値２
９９２円を射程にとらえる。今３月期４９
％営業増益を見込み、期末１２０円一括配
当で利回りは４．１％と高い。月足も陽転
の方向で、配当権利落ち埋めから一段高へ。

　２月１８日高値１１２０円から大きく調
整していたが、３月１５日の６８７円でよ
うやく下げ止まる。ＥＶ市場拡大受け車載
電池向けセパレーター好調で２５日や５０
線超えの９００円あたりまでの戻りを期待。

　１Ｑ大幅減益を嫌気、急落のあとも戻り
は鈍い。一段の収益悪化懸念は強く、押し
目買いに整理が進まない信用買い残も重荷。
降下してくる５日線が上値を抑え、最安値
６５８円割れ回避へ正念場が続く。
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特選銘柄特選銘柄

設備稼働率上昇が追い風
建機や電気・精密業界向け増加

英　
　

和

（
９
８
５
７
）

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進

英和の日足チャート

　英和（９８５７）は計測・制御機器に強み
を持つ技術専門商社で組立・製造子会社を擁し、
高い技術力が評価され、大手企業を中心に数
多くの固定顧客を有している。独立系である
ことからあらゆる製品を提案することが可能
で、さまざまな分野で同社のビジネスチャン
スが拡大している。
　半導体を始めとする部材の供給不足や原材
料価格高騰の影響を受けて、大規模な設備投
資を手控える企業が見られたものの、設備稼
働率の上昇に伴い建設機械業界や電気機器・
精密機器業界、舶用関連業界向けの販売が増
加し、第３四半期累計（４～１２月）では連
結売上高で２５２億４３００万円（前年同期

比０．２％増）、営
業利益で７億５４
００万円（同４．
３％減）と原価上

昇で減益
となるも
のの増収
を確保、
通期では
売上高３

９０億円（前期比０．４％減）、営業利
益１７億５０００万円（同０．４％増）
と増益を見込んでいる。
　関連会社であるエフシー開発では環境
省地球環境局が公募した「令和３年度Ｃ
Ｏ２排出削減対策強化誘導型技術開発・
実証事業」において、アサヒプリテック
などどと共同で「副産物の有効活用によ
るグリーン水素サプライチェーン構築に
向けたシステム開発」を提案し、補助事
業として採
択されるな
どカーボン
ニュートラ
ルへ向けた
取り組みを
推進してい
る。
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潮 

流

　

岡
山 

憲
史
氏(

株
式
会

社
マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
ン
ク 

代

表
取
締
役

)

の
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル

　

１
９
９
９
年
２
月
日
本
初

の
資
産
運
用
コ
ン
テ
ス
ト
「
第

一
回
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
て

約
１
万
人
の
参
加
者
の
中
か

ら
優
勝
。
直
近
で
は
２
０
１
７
年
１
月
に
始
ま
っ
た
夕
刊
フ
ジ
主

催
の
「
株
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
お
い
て
優
勝
。
１
カ
月
間
に
お
け

る
３
銘
柄
の
合
計
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
１
５
５
％
と
断
ト
ツ

の
結
果
。
週
刊
現
代
、
週
刊
ポ
ス
ト
、
夕
刊
フ
ジ
、
ネ
ッ
ト
マ
ネ
ー
、

月
刊
カ
レ
ン
ト
な
ど
幅
広
く
執
筆
活
動
を
行
う
。
現
在
、
個
人
投

資
家
に
投
資
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
。http://marketbank.jp

日本経済復活の到来‼
外需から内需依存型へ舵を切れ

ハ
イ
テ
ク
生
産
求
め
ら
れ
る

サンユウの日足チャート

　円の対ド
ル相場で急
速に円安が
進み、３月
２４日に１
ドル＝１２
１円７０銭

台を付けた。
 ３月１６日の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭ
Ｃ）で、ハト派のパウエルＦＲＢ議長もさすが
に今の物価上昇を見過ごせない現状に約３年ぶ
りとなる利上げに踏み切った。さらに、今年は
７回、来年は４回の利上げを行なう予定だ。利
上げ回数を増やし、時期も前倒しした。米国は
物価が想定以上に上昇しているうえ、経済正常
化に伴って雇用の回復も続くと判断し、金融引
き締めを加速する。
 一方、日銀の黒田総裁は３月１８日の金融政
策決定会合後の記者会見で、２０２３年度でも
消費者物価の前年度比の上昇率の見通しは１．
１％にとどまるため、「利上げや、緩和的な金
融政策を変更することは全く考えていない」と
強調した。パウエルＦＲＢ議長と黒田日銀総裁
の金利政策の違いが円安を加速させた。日米の
金利差拡大を通じて、円に売り圧力がかかる環
境は続きそうだ。
 また、米国は今回のプーチン大統領によるロ
シア軍のウクライナ侵攻によって表面化した問
題点を深刻に受け止めている。欧米によるロシ

アに対
する経
済制裁
の強化
により、
ロシア
に進出
した欧
米の企
業がロ
シアか
ら撤退

している。
ロシアとの
貿易が遮断
され、状況
の改善に見
通しが立た
ない。
 中国はロ
シアの支援
要請に応じ
ているよう
で、米国は
中国を敵対
関係にある
と認識して
いる。米国
は中国の経
済自由化を
推進したこ
とで、今や日本を追い抜く経済大国とな
った。結果的に中国は軍事力を強化し、
米国の脅威となった。米国は中国に経済
的圧力をかけているが、今回のロシア問
題を機にはっきりしたことは、国のトッ
プが国民や企業を支配する専制政治国家
であるなら、国交を断たなければならな
いということだ。
 今後は、半導体・ハイテクハードウェ
アの生産を中国や中国の影響力が強い台
湾に依存していることがリスクになる。
米国は同盟国で民主主義国家の日本にハ
イテクサプライチェーンの生産拠点を求
めることが考えられる。米国企業にとっ
て円安・ドル高は購入コストが低下する
メリットが大きい。日本が外需依存型か
ら内需依存型へと舵を切れば、デフレか
ら脱却し、衰退した日本経済復活の到来
となる。
　潮流銘柄はサンユウ（５６９７）、リ
ョーサン（８１４０）、三菱重工（７０
１１）。
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敏腕先物ディーラー

ハチロクの裏話

　ハチロクのプ
ロフィール　
　証券アナリス
トから証券会社

の法人部長を経て、２２５先物オプショ
ンディーラーに転身。アナリスト時代に
培ったテクニカルやファンダメンタルズ
などの分析力を駆使、リーマンショック
などの暴落時も乗り越えて西日本におけ
る２２５先物オプションディーラーとし
てはトップクラスの運用実績を誇る。

日経２２５先物日足チャート

ドル円の日足チャート

外為市場では有事のドル高が進む

今週は３月権利付きの最終週

権
利
落
ち
後
に
は
注
意

前
半
は
堅
調
予
想

　

先
週
の
日
経
平
均
は
前
週
末
比

約
１
３
２
２
円
高
と
２
週
連
続
週

足
陽
線
と
な
っ
た
。
９
日
連
続
上
昇

は
２
０
１
９
年
９
月
以
来
、
２
年
半

ぶ
り
で
あ
る
。

　

３
月
９
日
の
安
値
（
２
万
４
６
８

１
円
）
か
ら
２
５
日
の
高
値
（
２
万

８
３
３
８
円
）
ま
で
の
上
昇
幅
は
３

６
５
７
円
と
な
り
、
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
前
の
水
準

ま
で
戻
し
た
。ウ
ク
ラ
イ
ナ
問

題
は
依
然
、
停
戦
協
議
も
進
ま

な
い
が
、
ロ
シ
ア
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

軍
、
米
国
と
の
直
接
衝
突
は
な
い
と

の
見
方
で
過
度
の
警
戒
感
が
後
退

し
、
買
戻
し
が
更
な
る
買
い
を
呼
ぶ

上
昇
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
は
３
月
期
末
を
控
え
、
機
関

投
資
家
が
ポ
ジ
シ
ョ
ン
調
整
で
落

と
し
過
ぎ
た
株
を
慌
て
て
買
い
戻

し
を
し
て
い
る
感
じ
が
す
る
。
期
末

の
配
当
金
の
再
分
配
で
約
１
兆
円

の
買
い
需
要
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
こ
と
も
先
回
り
買
い
が
入
る

要
因
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
米
国
の
金
利
引
き
上
げ
、

「
有
事
の
ド
ル
高
」
に
よ
り
円
安
が

大
幅
に
進
み
、
ハ
イ
テ
ク

株
が
買
わ
れ
て
い
る
こ
と

も
日
経
平
均
上
昇
に
寄
与
し

て
い
る
よ
う
だ
。だ
が
、
今
や

円
安
は
輸
入
大
国
日
本
に
と

っ
て
プ
ラ
ス
と
は
言
い
難
い
。

　

総
務
省
が
発
表
し
た
３
月

の
東
京
都
区
部
の
消
費
者
物

価
指
数
は
前
年
同
月
比
で

０
・
８
％
上
昇
と
２
年
３
カ

月
ぶ
り
に
大
き
さ
と
な
っ
て

い
る
。こ
ん
な
中
、
直
近
の
円
安
は

更
に
輸
入
物
価
の
上
昇
と
な
り
、

企
業
業
績
に
大
き
く
影
響
を
与
え

て
き
そ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
２
週
間
は
急
激
な
買
戻
し

で
本
来
悪
材
料
も
無
視
し
て
上
昇

し
た
が
、
買
戻
し
一
巡
後
は
冷
静
に

株
価
水
準
を
探
る
展
開
と
な
る
と

思
わ
れ
る
。
チ
ャ
ー
ト
で
は
２
０
０

日
移
動
平
均
線
（
２
万
８
２
７
５

円
）を
一
旦
は
抜
い
た
が
、
急
激
な

上
昇
の
た
め
、
一
旦
達
成
感
が
で
て

引
け
値
で
は
割
れ
て
引
け
て
い
る
。

　

週
足
で
は
昨
年
９
月
の
高
値
（
３

万
０
７
９

５
円
）を

起
点
と
す

る
上
値
抵

抗
ラ
イ
ン

（
２
万
８

５
０
０
円

処
）を
目

前
に
な
っ

て
い
る
状

況
で
あ
る
。

こ
の
上
値

ト
レ
ン
ド

ラ
イ
ン
を
明
確
に
抜
け
て
く
る
と

右
肩
下
が
り
の
ト
レ
ン
ド
が
終
了

す
る
た
め
非
常
に
注
目
さ
れ
る
ポ

イ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。

　

今
週
は
３
月
権
利
付
き
の
最
終

週
と
な
り
、
ま
だ
買
え
て
い
な
い
投

資
家
や
期
末
特
有
の
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
買
い
も
期
待
さ
れ
、
前
半
は
堅
調

な
相
場
を
予
想
す
る
が
、
買
い
需
要

が
減
少
す
る
権
利
落
ち
後
の
相
場

に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
現
在
、

こ
の
上
昇
時
に
付
け
た
「
窓
」は
４

空
状
態
、
４
番
目
の
窓
（
２
万
７
２

８
４
円
で
窓
埋
め
）
程
度
ま
で
の
調

整
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

今
週
の
レ
ン
ジ
は
２
万
７
２
０

０
円
～
２
万
８
５
０
０
円
を
想
定
。

Ｓ
Ｑ
狙
い
と
し
て
ア
ウ
ト
オ
ブ
マ

ネ
ー
の
プ
ッ
ト
売
り
と
ヘ
ッ
ジ
の

先
物
売
り
で
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
組
ん

で
い
き
た
い
。　
　
　

（
ハ
チ
ロ
ク
）

、

、
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東
証
で
既

存
の
市
場
全
て
が
廃
止
さ
れ

４
月
４
日
か
ら
プ
ラ
イ
ム
市

場
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
市
場
、

グ
ロ
ー
ス
市
場
に
再
編
さ
れ

る
。

　

特
に
感
慨
深
い
の
が
大
証

が
運
営
し
た
ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク

が
消
え
る
こ
と
。
大
証
の
新

興
企
業
向
け
ナ
ス
ダ
ッ
ク
・

ジ
ャ
パ
ン
が
ヘ
ラ
ス
ク
レ
ス

へ
と
名
を
変
え
て
、
ジ
ャ
ス

ダ
ッ
ク
と
統
合
、
そ
の
後
、

大
証
の
現
物
市
場
廃
止
と
と
も
に
東
証
へ
運
営
が
移
っ
て

い
る
。
新
興
市
場
が
マ
ザ
ー
ズ
と
２
つ
存
在
し
て
い
る
こ

と
の
非
効
率
さ
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
上
場
か
ら

６
０
年
近
い
企
業
も
存
在
す
る
ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
の
泥
臭
さ

が
魅
力
だ
っ
た
だ
け
に
淋
し
さ
を
感
じ
る
。

　

４
月
４
日
か
ら
は
ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
の
グ
ロ
ー
ス
と
マ
ザ

ー
ズ
が
統
合
さ
れ
て
グ
ロ
ー
ス
市
場
に
移
行
し
、
ジ
ャ
ス

ダ
ッ
ク
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
プ
ラ
イ
ム
市
場
を
選
択
し
な

か
っ
た
東
証
１
部
や
２
部
の
銘
柄
と
統
合
さ
れ
て
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
市
場
に
移
行
す
る
。
東
証
１
部
で
も
有
名
な
大
手

企
業
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
選
択
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
よ
う
な
企
業
と
ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
や
２
部
だ
っ
た
銘
柄
と

混
在
す
る
こ
と
に
当
初
は
違
和
感
を
感
じ
る
か
も
し
れ
な

い
。
新
市
場
が
定
着
す

る
に
は
時
間
が
か
か
る

か
も
知
れ
な
い
が
海
外

か
ら
見
て
分
か
り
に
く

い
東
証
が
認
知
さ
れ
る

こ
と
を
願
う
ば
か
り
だ
。

Ｎｅｗ　ｐｒｏｄｕｃｔ

台湾まぜそば

イ 

オ 

ンオリジン東秀が期間限定で

「台湾まぜそば」など販売

 

　中華料
理店「れん
げ食堂Ｔ
ｏｓｈｕ」

「中華東秀
」を展開し
ているイ
オン（８２
６７）グル
ープのオ
リジン東

秀は、３月２３日から、「台湾まぜそば」「魯肉飯
（ルーローハン）」「台湾唐揚げ」を期間限定で販
売している。
　名古屋発祥の汁なし麺「台湾まぜそば」は、食
べ応えのある太麺の上に、豆板醤・甜麺醤・に
んにくをきかせた台湾ミンチ、ニラ、ネギ、刻み
のりをのせた。「魯肉飯」は、独特の香りがやみ
つきになる。「台湾唐揚げ」は、台湾の屋台グル
メとして人気の大鶏排（ダージーパイ）を東秀
アレンジ（東秀でアレンジしたらこうだという
メニュー）で仕上げている。

「
キ
リ
ン
ウ
イ
ス
キ
ー 

陸
」

キ
リ
ン
Ｈ
D

中味、パッケージも刷新

「キリンウイスキー 陸」４月５日から
　キリンホールディング
ス（２５０３）グループ
のキリンビールは、「キリ
ンウイスキー 陸」の中味
とパッケージをリニュー
アルし、４月５日から全
国で新発売する。
　国産ウイスキー「陸」は、
２０２０年５月の発売以
降、「味わい」「香りの良
さ」「本格感」について
高い評価を得ている。今
回、富士御殿場蒸溜所の

多彩な原酒を主体としたブレンドにより「ほ
のかな甘い香りと澄んだ口あたり」「何層に
も感じる香味豊かなおいしさ」を強化。パッ
ケージについては「軽やかなあかるさ」と「品
質感を備えたおいしさ」を両立したデザイン
とし、視認性・品質感・ウイスキーらしさを
向上し、手に取りやすく、親しみやすいデザ
インを追及。国産ウイスキーとして１７年ぶ
りとなるＴＶＣＭなども予定している。
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記者の視点

相場見通し

メルカリの日足チャート 権
利
配
当
取
り
終
盤
戦

新
年
度
へ
向
け
た
動
き
に
関
心

 

　

３
月
２
５
日
の

東
京
市
場
は
日
経

平
均
で
３
９
円
４

５
銭
高
の
２
万
８

１
４
９
円
８
４
銭
と
９
日
続
伸

で
引
け
、
３
月
第
４
週
の
株
式

市
場
は
立
ち
合
い
４
日
間
な
が

ら
、
先
週
末
１
８
日
の
終
値
に

対
し
て
幅
に
し
て
１
３
２
２
円

４
１
銭
上
昇
し
１
月
１
８
日
以

来
の
高
値
水
準
と
な
っ
た
。

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
対
し
て
は
、
停
戦
交
渉
へ
の

期
待
は
後
退
し
た
も
の
の
、
侵

攻
か
ら
１
カ
月
が
経
過
し
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
軍
が
ロ
シ
ア
軍
を
押

し
返
す
報
道
が
増
え
て
き
た
。

核
爆
弾
の
発
射
懸
念
な
ど
は
あ

る
も
の
の
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
ロ

シ
ア
の
勝
利
は
な
い
と
の
見
方

を
織
り
込
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
こ

れ
に
加
え
て
米
国
で
は
新
規
失

業
保
険
申
請
件
数
が
５
３
年
ぶ

り
の
低
水
準
を
記
録
し
た
ほ
か
、

３
月
Ｐ
Ｍ
Ｉ
も
改
善
し
た
た
め

景
気
回
復
へ
の
期
待
が
再
燃
し

た
こ
と
も
支
援
し
た
よ
う
だ
。

　

今
週
は
２
９
日
に
３
月
末
の

権
利
付
き
最
終
日
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
先
週
に
引
き
続
き
高

配
当
銘
柄
へ
の
買
い
が
週
初
は

継
続
し
そ
う
だ
。
そ
の
先
は
４

月
１
日
に
３
月
調
査
日
銀
短
観

が
発
表
さ
れ
る
。
足
元
の
景
況

感
を
示
す
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、

大
企
業
の
製
造
業
、
非
製
造
業

と
も
に
前
回
調
査
か
ら
悪
化
の

予
想
な
が
ら
、
そ
の
先
は
新
型

コ
ロ
感
染
の
一
巡
か
ら
非
製
造

業
で
は
回
復
が
予
想
さ
れ
、
こ

れ
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
ど
う
判
断

す
る
か
注
目
さ
れ
る
。

　

海
外
で
は
４
月
１
日
に
３
月

米
雇
用
統
計
、
３
月
３
０
日
に

そ
の
前
哨
戦
と
な
る
Ａ
Ｄ
Ｐ
雇

用
統
計
が
発
表
さ
れ
る
。
内

容
次
第
で
は
イ
ン
フ
レ
リ
ス

ク
が
更
に
強
ま
る
可
能
性
も

あ
ろ
う
。

　

個
別
で
は
高
配
当
銘
柄
の

権
利
取
り
や
市
況
関
連
が
賑

わ
っ
た
。
そ
の
一
例
は
ロ
ン
ド

ン
金
属
取
引
所
Ｌ
Ｍ
Ｅ
市
場
で

の
ニ
ッ
ケ
ル
価
格
急
騰
を
受
け

た
大
平
洋
金
属
（
５
５
４
１
）

の
動
き
。
同
社
株
は
配
当
利
回

り
で
も
買
わ
れ
て
い
た
だ
け
に

配
当
落
ち
後
の
株
価
動
向
に
を

注
視
し
た
い
。
そ
の
先
は
新
年

度
へ
向
け
２
３
年
３
月
期
の
業

績
動
向
と
４
月
４
日
か
ら
新
市

場
区
分
に
向
け
た
動
き
に
関
心

が
移
る
。
プ
ラ
イ
ム
市
場
移
行

を
表
明
し
て
い
る
マ
ザ
ー
ズ
の

メ
ル
カ
リ
（
４
３
８
５
）
な
ど

に
見
直
し
買
い
が
入
る
か
注
目
。

今週のスケジュール

 

・25日 独3月Ifo景況感指数(18:00)
・29日 3月17･18日開催の日銀金融政策決定
　　　 会合の｢主な意見｣
　　　 2月失業率･有効求人倍率(8:50)
　　　 3月末権利付き最終日

　　　 米2月ADP雇用統計(22:15)

・30日 2月商業動態統計(8:50)
　　　米3月ADP雇用統計(21:15)
・31日 2月鉱工業生産(8:50)
　　　中国3月コンポジットPMI、製造
　　　業PMI、非製造業PMI(10:30)
　　　米2月個人所得･個人支出(21:30)
・1日 3月調査日銀短観(8:50)
　　　3月自動車販売台数(14:00)
　　　中国3月Caixin製造業PMI(10:45)
　　　米3月雇用計(21:30)
　　　米3月ISM 製造業景況指数
　　　(23:00)　　　

編 

集 

後 

記

　

春
本
番
を
迎
え
る
。
気
温
が

急
上
昇
し
た
こ
と
で
眠
眠
打
破

が
進
み
、
桜
の
開
花
は
例
年
よ

り
早
い
ら
し
い
。
凍
て
つ
く
よ

う
な
冬
の
あ
と
だ
け
に
、
花
を

見
る
の
も
感
慨
ひ
と
し
だ
ろ
う
。

東
京
市
場
も
長
ら
く
続
い
て
き

た
下
落
相
場
に
底
が
入
り
急
速

に
出
直
っ
て
き
た
。
権
利
取
り

と
再
投
資
期
待
が
買
戻
し
を
急

が
せ
て
い
る
。
た
だ
、
原
油
先

物
が
一
時
１
０
０
ド
ル
を
割
っ

た
程
度
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

も
米
イ
ン
フ
レ
動
向
も
不
透
明

な
状
況
に
変
わ
り
は
な
い
。

　

過
度
の
警
戒
感
に
よ
る
下
げ

過
ぎ
の
修
正
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
が
、
相
場
は
相
場
に
聞
け
、

値
動
き
で
判
断
す
る
し
か
な
い
。

 

　【ご注意】株式市場新聞は投資の参考になる情報提供を目的としており、投資の勧誘をするものではありません。
記事には業績や株価、出来事について今後の見通しを記述したものが含まれていますが、それらはあくまで予想であ
り、内容の正確性、信頼性、予測の的確性を保障するものではありません。当紙が掲載している情報に基づく投資で
被られたいかなる損害について、当社と情報提供者は一切の責任を負いません。投資についての決定はすべてご自身
の判断、責任でお願いいたします。


